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【資料１】 

国際バカロレア認定校へのヒアリング、アンケート調査の結果まとめ 

実施期間  ： 2021年 1月 15日～2月 19日 

実施対象校 ： 受験及び入学実績のあるバカロレア校 

実施状況  ： ヒアリング実施 6校、アンケート実施 9校 

ヒアリングでのインタビュー及びアンケート内容は、以下の通り。

(１) 現代システム科学域における「国際バカロレア特別選抜」の定員設定(5名)について

(２) 現代システム科学域における「国際バカロレア特別選抜」の出願要件等について

(３) 現代システム科学域における「PBL（Project Based Learning）プログラム履修課程」

設定について

(４) その他ご意見

※いただいた意見については、バカロレア校等の名称は明らかにせず、「あくまでも個

人的な見解であるが」と発言された内容についても、重要な参考になるものとして掲

載している。

(１)「国際バカロレア特別選抜」の定員設定(5名)について

※「悪い」の回答は、人数をもっと増やすべきであるという趣旨によるものであった。

(主な意見) 

・募集する定員が 5名であると、はっきり人数を出しているほうが、入学させたいという意

欲が伝わり、わかりやすくて良いと思う。 

・募集定員 5名の設定は、他大学に比べ募集人数が多い印象を受けるので、本当に入学して

良い, 3,  33%

悪い, 2,  22%

わからない, 

4, 45%

Q1.定員設定(5人)について
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【資料１】 

ほしいという印象を受ける。 

・IB 学習者の知見や技能を評価して、入学を許可してもらえる制度を持っている大学が少

ないため、特別選抜を設け、さらに 5名の枠を設定してもらえるのは大変有益である。

・現代システム科学域の募集定員 5名の設定は妥当であると思う。

・国際バカロレアのディプロマを目指す生徒の多くが国内の国公立大学への進学意欲を持

っているため、入学定員を設定することは大変有益だと思う。

・若干名という設定では、何名を受け入れてくれるのかわからないため、進路指導をしにく

いという現状があるため、定員設定はわかりやすく、指導もしやすいと考える。 

・現代システム科学域学域入学生の定員 60名のうち国際バカロレア選抜の定員が 5名であ

ることから、12分の 1が IB学習者となるため、学内での波及効果が期待できると思われ

る。

・「出願要件等」に〈第 1次募集〉定員 3人、〈第 2次募集〉定員 2人となっているが、本校

含め日本の一条校は「11月試験」が多く、〈第 2次募集〉の定員 2名は少ないのではない

か。10名程度まで広げられないか。 

・IBを担当している教員として、国際バカロレア入試枠を作って頂き感謝している。

・PBL などの趣旨から、定員数に比べ 5 名は少なく感じる。もう少し増やしてもらえたら、

PBLの効果をより広められると思う。新設当初は、IB学習者が多数在籍したほうが、大学

の趣旨に示された特色ある大学になれる日がもっと早く訪れると思う。

・特別選抜を設け、そこに 5名の枠を設定していただけるのは、ディプロマを持つ生徒の進

路保障において大変有益であると思う。 

・国際バカロレア教育をしっかり受けていても評価してくれる日本の大学が少ないので、

このような形で定員枠を設けた形で受験機会があるのは非常にありがたい。

・募集人員が若干名となっているバカロレア特別選抜が多い中、一定数を明記していただけ

ることは、受験を考えている IB学習者にとって心理的な垣根が低くなり、進路指導の立

場からも話がしやすい。また募集定員がより多くなれば、IB 学習者にとって貴学がより

魅力的になるのではないか。 

・従来通りの日本の教育にプラスして国際バカロレア教育を少し取り入れていくというバ

ランスが良いと思っているので、定員 5名というのは良い数字だと思う。

・定員が「若干名」では、実際には何名が合格するのかがわからず、よほどの自信がない限

り生徒は受験しようと思わない。受験生にとって何人募集するかが明示されているのは、

受験する側も指導する側もありがたい。逆に志願者が集中して狭き門になるかもしれな

い。

・今後 IB学習者の増加と共に、さらに増員していただければ幸いである。ただ、英語 IBと

日本語 IBを履修している生徒との差別化は計っていただきたいと考える。

・定員設定については、IB 学習者にとっても教員にとっても、わかりやすく安心感がある

と思う。
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【資料１】 

定員設定の妥当性については、全ての回答において定員を設定することについて賛成であ

る意見であった。このうち「良い」との回答は、入学定員数（5 人）の妥当性についても賛

成意見であった。「悪い」の回答は、定員 5 人からさらに増やしてほしいという内容であっ

た。「わからない」との回答でのコメントは、志願者が増えてしまい狭き門となってしまう

のではないかという学校側からの心配が反映されたものであり、いずれの意見も、入学者

が募集定員を下回ることは念頭にない回答となっている。 

(２)「国際バカロレア特別選抜」の出願要件等について

(主な意見) 

・出願要件等で非常に高いスコアを求めていないところと共通テストを課していないとこ

ろが IBフレンドリーでよいと思う。

・保護者からは国際バカロレアの教育プログラムは高く評価してもらえているが、修了後の

受け入れ先がまだまだ少なく悩みの一つであるため、大学側から国際バカロレアの教育

を理解し、国際バカロレア特別選抜を設けてもらえたことは嬉しく思う。 

・国際バカロレア特別選抜の実施については、国際バカロレアの卒業生にとっては大きなメ

リットがあると思う。

・フルディプロマではなくても履修者に受験機会が与えられる点はよいと思う。

・フルディプロマを取得できなくても、IB ディプロマプログラムでの学びを経験し、最終

試験受験まで修了した生徒は、大学での学究においても主導的な学習者・研究者になる資

質を持っていると思うので、現代システム科学域の入試は、実にバカロレアの本質を理解

した入試制度であると評価でき、バカロレアの受験生のことをよく理解した入試である

と考える。

・国際バカロレアの入試枠を作っていただき感謝する。

・出願要件等でフルディプロマでなくても履修者に受験の機会が与えられる点は、評価でき

良い, 6, 67%

悪い, 2, 22%

わからない, 

1, 11%

Q2.出願要件等について
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【資料１】 

る。 

・大学側がどのような学力を持った生徒がほしいのかのメッセージになっていると思う。

・フルディプロマが取れなくても出願できる、という出願要件を設定している大学は少ない

ため、例えば数学がとても苦手な生徒も受験できる機会ができるので、要件としてはあり

がたい。 

・1次募集が 3名、2次募集が 2名という設定については、出願要件等のどちらでも出願す

る機会があるということなので、このバランスで良いように思う。

・IB 学習者の中には、国際バカロレア資格の取得を目的とせず、バカロレア教育を身に付

けたいという IB 学習者もいる。こういった IB 学習者にとっても、非常にありがたい出

願要件である。

・バカロレアの学びを科目等履修生として受ける生徒もいる。科目履修生は、日本での進学

先がなく、ほとんどが海外へ進学する傾向であるため、フルディプロマを取得しなくても、

バカロレアの教育を受けた生徒を受け入れるという点は、非常に評価できる。入試の中で

そうした学生も資格があると明確にしてもらえれば、ますます、新たな進学先として、検

討する生徒が出てくると思う。 

国際バカロレア特別選抜の出願要件等については、バカロレア教育の DP資格取得だけ

ではなく、一部ＤＰ教育（フルディプロマではない）を受けた生徒にも受験資格があ

るという入学資格についての妥当性について問うアンケートであったが、いずれも、

バカロレア教育（及び実施校）を信用・理解したものであるという賛成意見であった。

このうち「良い」との回答は、全体的に支障がない点で回答された。他方、「悪い」と

の回答は、一部ＤＰ教育を受けた学生の受検資格内容が曖昧であるという文章表現に

言及する意味であった。「わからない」との回答も、「悪い」と同様に受験資格内容の

曖昧さを指摘しての回答であった。いずれの場合においても、出題要件は受験生に歓

迎されるものであるという趣旨の回答になっている。 

(３)「PBL（Project Based Learning）プログラム履修課程」設定について
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【資料１】 

(主な意見) 

・バカロレア教育は生徒の主体性が核であり、PBLは「IB学習者像」とも合致するので、良

いと思う。

・一つの領域で得た知識や思想が他の領域でどのように変換されるのかを実践的に学ぶプ

ロジェクトと、IB学習者の高校での学びとの接続性は高いため良い。

・バカロレアの卒業生にとっては大きなメリットがある。

・大学においてより現実社会とのつながりを意識する中で、さらに実用的なスキルを伸ばす

PBLプログラムの実施は、大変有意義であると考える。 

・継続して課題発見や問題解決能力を養う授業スタイルは有益だと思う。

(４)その他ご意見

・国際バカロレア入試がより拡大していくことを期待している。

・入試(出願)の時期は、IBの最終評価の発表後であれば生徒にとっても選択しやすい。

・今回のように現場(高校側)にアンケートを実施し、現場の声を聞いていただけるのは非常

にありがたく思う。 

・IB の主な教育方針である「生徒自らの主体的学習」に成れるよう、生徒は授業中何度も

自分に言い聞かせながら戦っている。それをさらに発展させられる環境がある新大学と

なってほしい。

・指定校推薦枠などがあれば、学校が高く評価できる人物を推すこともできると考える。

・IB 学習者たちが大学で活躍できるよう、国際バカロレア入試がより拡大していくことを

期待している。学費も安く質も高い日本の大学に進学を望む IB学習者は多いと思う。

※実施したアンケート票「公立大学法人大阪 大阪公立大学（仮称）現代システム科学域

「国際バカロレア特別選抜」に係るアンケート調査」は次のとおり。

良い, 5,  56%

悪い, 0,  0%

わからない, 

4, 44%

Q3.PBL教育との関連について
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【資料１】 

公立大学法人大阪 大阪公立大学（仮称）現代システム科学域「国際バカロレア特別選

抜」に係るアンケート調査 

Q１．大阪公立大学（仮称）に設置する現代システム科学域では、「国際バカロレア特別選抜」

を実施する予定です。本選抜では、５名の定員を設定する予定としていますが、この定員

設定についてのお考えに該当する番号を１つお選びください。 

１．良い ２．悪い ３．わからない 

上記回答の理由を教えてください。（記述） 

Q２．大阪公立大学（仮称）現代システム科学域において実施する予定の「国際バカロレア特別

選抜」について、別紙のとおり出願要件等を定める予定としています。これについてのお

考えに該当する番号を１つお選びください。 

１．良い ２．悪い ３．わからない 

上記回答の理由を教えてください。（記述） 

Q３．大阪公立大学（仮称）現代システム科学域では、国際バカロレア教育との接続に有効であ

るとの観点から「PBL（Project Based Learning）プログラム履修課程」の設定を計画し

ています。これについてのお考えに該当する番号を１つお選びください。 

１．良い ２．悪い ３．わからない 

上記回答の理由を教えてください。（記述） 

Q４．その他、ご意見・ご要望等がありましたら、ご自由にお書きください。 

◆◆ 最後までご協力いただき、ありがとうございました ◆◆ 

・本アンケート用紙にご回答をお願いいたします。

・アンケートは全部で 4問です。

・記述回答部分に文字数制限はありません、数ページに渡って記載していただいても大丈夫です。

（参考） 
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(1) 教職員人事の方針に関する事項
(2) 教職員人事の計画に関する事項
(3) その他、第 1 条に定める目的を達成するために必要となる事項

(組織) 
第 3条 会議は次に掲げる者をもって組織する。 
(1) 理事長
(2) 副理事長
(3) 理事長が指名する役員
(4) 法人事務局長
(5) 法人事務局法人管理部長
(6) 理事長が指名する教職員

(議長等) 
第 4条 会議に議長を置き、理事長をもって充てる。 

(会議) 
第 5条 会議は、議長がこれを招集する。 
会議は第 3 条に掲げる構成員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。 

2 議長が必要と認めたときは、構成員以外の者に会議に出席を求め、意見を聴取することができる。 

(部会) 
第 6条 会議に、第 2条に規定する審議事項について、教員の人事について専門的に審議するため、大
学毎に部会を置くことができる。ただし、大阪府立大学工業高等専門学校については、大阪府立大学
に置く部会において審議する。 

2 部会は次に掲げる者をもって組織する。 
(1) 学長
(2) 学長が指名する副学長等
(3) 法人事務局次長
(4) 法人事務局管理担当部長

【資料２】

公立大学法人大阪 人事計画策定会議規程 

(目的) 
第 1 条 公立大学法人大阪(以下「法人」という。)が設置する大阪府立大学、大阪市立大学及び大阪府
立大学工業高等専門学校の教育研究をより一層推進するため、法人の中期計画や戦略に沿って、教職
員人事の方針や計画を策定することを目的として、人事計画策定会議(以下「会議」という。)を設置す
る。 

(任務) 
第 2 条 会議は次の事項について審議する。 
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(5) 学長が指名する教職員
3 部会に部会長を置き、学長をもって充てる。
4 部会は、第 2条に掲げる事項を審議するにあたり、必要に応じて学部長等から意見を聴取する。
5 部会は、審議結果を会議に申出る。

(事務) 
第 7条 会議に関する事務は、別に定める。 

(施行の細目) 
第 8条 この規程の施行について必要な事項は、理事長が定める。 

附 則 
この規程は、平成 31 年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 2 年 6 月 12日規程第 202 号) 
この規程は、令和 2 年 6月 12 日から施行する。 
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公立大学法人大阪 教員の人事に関する規程

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は、公立大学法人大阪教職員就業規則（以下「就業規則」という。）第３

条及び大阪府立大学工業高等専門学校教職員就業規則（以下「高専就業規則」という。）

第３条の規定に基づき、就業規則及び高専就業規則に定めるほか、大阪府立大学及び大阪

市立大学（以下「大学」という。）並びに大阪府立大学工業高等専門学校（以下「高専」

という。）に所属する教員（就業規則第２条第２項に定める教員又は高専就業規則第２条

第２項に定める教員をいう。以下同じ。）の人事について必要な事項を定めるものとする。 

第２章 教員の任用の方法 

（教員の採用、昇任及び再任） 

第２条 就業規則第４条及び高専就業規則第４条に定める採用（以下「採用」という。）、就

業規則第 14 条及び高専就業規則第 14条に定める昇任（以下「昇任」という。）並びに就

業規則第６条及び高専就業規則第６条に定める任期付教員の再任（以下「再任」という。）

は、学長の発議、又は大阪府立大学における学域若しくは研究科、高等教育推進機構、研

究推進機構、高専校長、学系若しくは部門の長(以下「学域長等」という。)又は大阪市立

大学における研究院長の申出により、第６条に定める人事委員会（以下「人事委員会」と

いう。）の審議を経て行う。 

２ 教員の採用は、公募によるものとする。ただし、人事委員会が認めたときは、この限り

でない。 

（採用及び昇任の選考、再任の審査） 

第３条 教員の採用及び昇任のための選考並びに再任の審査は、人事委員会が行う。 

２ 前項の大学に所属する教員の選考の基準は、教育研究審議会の審議を経て、学長が定め

る。 

３ 学長は、人事委員会の選考結果の報告に基づき、理事長に対して、採用又は昇任の予定

者について申し出る。 

４ 理事長は、前項の学長の申出に基づき、採用又は昇任の予定者を決定する。 

５ 理事長は、人事委員会の再任に係る審査結果の報告に基づき、再任を決定する。 

（配置換え等） 

第４条 教員の配置換えは、配置換前及び配置換後の学域長等又は研究院長の意見を聴い

て行うものとする。 

（降任、解雇及び懲戒） 

第５条 就業規則第 15条及び高専就業規則第 15条に定める教員の降任（以下「降任」とい

う。）、就業規則第 31 条及び高専就業規則第 30 条に定める解雇（以下「解雇」という。）

【資料３】
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並びに就業規則第 52 条及び高専就業規則第 51 条に定める懲戒（以下「懲戒」という。）

は、人事委員会の審査を経て行う。 

２ 降任、解雇及び懲戒の審査を行うに当たっては、人事委員会は、その者に対し、審査の

事由を記載した説明書を交付する。 

３ 降任、解雇及び懲戒の審査を受ける者が前項の説明書を受領した後 14日以内に請求し

た場合には、人事委員会は、その者に対し、口頭又は書面で陳述する機会を与える。 

第３章 人事委員会 

（職務） 

第６条 人事委員会は、教員の人事に関し、その公正を期し、適正な人事事務の遂行に資す

るため、大学毎に設置する。 

２ 大阪府立大学に設置する人事委員会は、大阪府立大学における教員の人事に関する他、

大阪府立大学工業高等専門学校における教員の人事に関することを取り扱う。 

３ 人事委員会は、次の各号に掲げる事務を行う。 

(1) 教員の採用及び昇任の審議及び選考、並びに再任の審査に関すること。

(2) 教員の降任、解雇及び懲戒の審査に関すること。

(3) 前各号に規定するもののほか、公立大学法人大阪の規程及び学長の指示に基づきそ

の権限に属せられた事務に関すること。 

（組織) 

第７条 人事委員会は、前条第３項第１号にかかる事項について次条の会議を行う場合は、

学長が指名する副学長（特命副学長及び学長顧問を含む。以下同じ。）及び次の各号に掲

げる者を委員として組織する。 

(1) 採用、昇任又は再任の申出を行った学域長等又は研究院長

(2) 前号以外の学域長等若しくは研究院長又は学長が指名する者

２ 前条第３項第２号及び第３号にかかる事項について次条の会議を行う場合は、前項に

掲げる委員のほか、会議の事案に関し、専門的な知識及び経験を有する者として学長が必

要と判断した者を委員とすることができる。 

 (会議) 

第８条 人事委員会に人事委員会委員長(本条及び次条において「委員長」という。)を置き、

学長が指名する副学長をもって充てる。 

２ 委員長は、会議の議長となり、会議を主宰する。 

３ 委員長は、委員長に事故がある場合にその職務の代行をさせるため、委員長代理を指名

することができる。 

４ 委員長は、事案の必要に応じ、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴くことができ

る。 

５ 委員長は、人事委員会の運営及び事務に係る事項を決定するために、必要に応じて常任

12



委員から成る常任委員会議を開催することができる。 

（議事） 

第９条 会議は、出席を必要とする委員の３分の２以上（降任、解雇及び懲戒に関する事項

を議題とする場合には４分の３以上）の出席をもって成立する。 

２ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決すると

ころによる。 

（調整会議） 

第 10条 人事委員会は、採用及び昇任について議を行うに当たって、関係する大阪府立大

学における学域等間又は大阪市立大学における研究院間でそれぞれ調整を行う必要があ

る場合に、関係する学域長等又は研究院長による調整会議の意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第 11条 人事委員会の庶務は、法人事務局法人管理部人事課において行う。 

（施行の細目） 

第 12条 この規程の施行について必要な事項は、別に定める。 

第４章 クロスアポイントメント制度に関する特例 

（クロスアポイントメント制度に関する特例）

第 13条 前各条の規定にかかわらず、大阪府立大学クロスアポイントメント制度に関する

規程（以下「府大クロスアポイントメント規程」という。）第１条又は大阪市立大学クロ

スアポイントメント制度に関する規程（以下「市大クロスアポイントメント規程」という。）

第２条第１項第２号の規定に基づき、就業規則第２条第２項に定める教員として採用す

る場合で、人事委員会が必要と認めるときは、府大クロスアポイントメント規程第３条又

は市大クロスアポイントメント規程第５条に規定する手続きにより採用することができ

るものとする。 

 附 則 

この規程は、令和元年 11月１日から施行し、平成 31年４月１日から適用する。 
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【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（国際基幹教育機構）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 生命と環境 （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習A （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習B （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習C （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習D （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習E1 （削除） 共同

備考欄の削除 教職ボランティア実習E2 （削除） 共同

区分 授業科目の名称
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【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（文学部　人間行動学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 地理学実験実習１ （削除） 共同

備考欄の削除 地理学講読演習Ｂ （削除） 共同

備考欄の削除 地理学野外調査実習１ （削除） 共同

備考欄の削除 地理学野外調査実習２ （削除） 共同

備考欄の削除 地理学特講Ａ （削除） 共同

区分 授業科目の名称
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【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（文学部　言語文化学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 言語文化基礎論Ａ （削除） 共同

備考欄の削除 言語文化基礎論Ｂ （削除） 共同

区分 授業科目の名称
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【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（文学部　文化構想学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 文化理論 （削除） 共同

区分 授業科目の名称

275



【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（経済学部　経済学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 ミクロ経済学１ （削除） 共同

備考欄の削除 政治経済学１ （削除） 共同

備考欄の削除 政治経済学２ （削除） 共同

備考欄の削除 経済数学 （削除） 共同

区分 授業科目の名称

276



【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（理学部　物理学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 統計力学2演習 （削除） 共同

区分 授業科目の名称

277



【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（工学部　機械工学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 機械熱力学2 （削除） 共同

備考欄の削除 機械流体力学2 （削除） 共同

備考欄の削除 機械材料力学2 （削除） 共同

備考欄の削除 機械力学2 （削除） 共同

備考欄の削除 機械材料学1 （削除） 共同

備考欄の削除 機械電気情報概論 （削除） 共同

備考欄の削除 機械流体力学3 （削除） 共同

備考欄の削除 環境保全工学 （削除） 共同

備考欄の削除 燃焼工学 （削除） 共同

備考欄の削除 弾性力学 （削除） 共同

区分 授業科目の名称

278



【資料４-２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（医学部　医学科）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 発生学 （削除） 共同

備考欄の削除
メディカル・データ・サイ
エンス1

（削除） 共同

区分 授業科目の名称

279



【資料４－２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（経済学研究科 博士前期課程　経済学専攻）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 基礎研究C：政治経済分析 （削除） 共同

備考欄の削除
基礎研究E：経済史・経済思
想分析

（削除） 共同

備考欄の削除 基礎研究F：政策分析 （削除） 共同

備考欄の削除 基礎研究G：国際分析 （削除） 共同

区分 授業科目の名称

280



【資料４－２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（理学研究科　博士前期課程　物理学専攻）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 宇宙物理学特論1 （削除） オムニバス・共同(一部)

備考欄の削除 物性理論1 （削除） オムニバス

区分 授業科目の名称

281



【資料４－２】

新旧対照表（３月）別紙

全学（共通）審査意見№11（3）に関連する変更（教育課程等の概要）

（医学研究科　博士課程　基礎医科学専攻）
新 旧

備考 備考

備考欄の削除 医学研究セミナー （削除） 共同

区分 授業科目の名称

282
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